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人“いきいき” まち“きらり”

平成27年3月7日 市制施行10周年



赤 磐 市 制 施 行

10周年
赤磐市は平成17年3月7日、山陽町、赤坂町、
熊山町、吉井町が合併し誕生しました。この3
月で、市制施行10周年を迎えるにあたり、誕
生からこれまでの出来事を振り返ります。

人
＂い
き
い
き
＂

    

ま
ち
＂き
ら
り
＂
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３
月

◦
合
併
に
よ
り
赤
磐
市
が
誕
生

４
月

◦
市
長・市
議
選
挙

◦
広
報
あ
か
い
わ
創
刊
号
を
発
行

７
月

◦
赤
磐
市
合
併
記
念
式
典

◦
市
章
決
定

８
月

◦
県
知
事
を
迎
え
、

　

夢
づ
く
り
地
域
サ
ミ
ッ
ト

10
月

◦
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体

１
月

◦
赤
磐
市
と
し
て
初
め
て
の
成
人
式・出
初
式

２
月

◦
永
瀬
清
子
生
誕
百
年
記
念
朗
読
会

◦
美
作
岡
山
道
路
熊
山・佐
伯
間
開
通

３
月

◦
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
「
地
域
に
エ
ー
ル
い
き
い
き
赤
磐
」

平成17年度

平
成
17
年
３
月
７
日

「
赤
磐
市
」誕
生
。

赤
磐
市
合
併
記
念
式
典

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体

赤磐市役所開所式（本庁）

合併後、初の議会開催

美作岡山道路熊山・佐伯間開通

広報あかいわ
創刊号

平成16〜17年度
2005.3 - 2006.3

市章
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平成20年度 平成19年度

夏
の
夜
空
に
咲
く

大
輪
の
花
。

NHKのど自慢

４
月

◦
市
制
施
行
１
周
年
記
念「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

◦
赤
磐
市
自
治
連
合
会
発
足

８
月

◦
第
１
回
赤
磐
市
花
火
大
会（
現
在
ま
で
）

◦
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
専
用
駐
車
場
整
備

10
月

◦
山
陽
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成

◦
第
１
回
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
赤
磐（
現
在
ま
で
）

◦
第
１
回
赤
磐
市
ふ
る
さ
と
祭
り

　
（
現
在
は「
あ
か
い
わ
祭
り
」と
し
て
）

１
月

◦
赤
磐
市
消
防
本
部
発
足

３
月

◦
第
１
次
赤
磐
市
総
合
計
画
策
定

◦
消
防
署
東
出
張
所
完
成

４
月

◦
学
校
選
択
制
導
入

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
共
施
設

　

ご
利
用
案
内
サ
ー
ビ
ス
運
用
開
始

５
月

◦
赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

８
月

◦
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操・み
ん
な
の
体
操
会

11
月

◦
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◦
赤
磐
市
が
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念

　

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

２
月

◦
新
吉
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

３
月

◦
市
民
憲
章
、市
の
花
、市
の
木
を
制
定

◦
赤
坂
中
学
校
体
育
館
完
成

４
月

◦
赤
磐
市
民
バ
ス
、市
民
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

６
月

◦
新
中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン

８
月

◦
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
開
始

３
月

◦
市
長・市
議
選
挙

◦
平
和
都
市
宣
言

平成18年度

平成18〜20年度
2006.4 - 2009.3

消
防
署
東
出
張
所
開
所
式

赤磐市花火大会

赤磐市民バス出発式

新中央図書館
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平成21〜23年度
2009.4 - 2012.3

平成23年度 平成22年度

６
月

◦
環
太
平
洋
大
学
連
携・協
力
協
定

８
月

◦
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
塾
開
校

９
月

◦
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
設
置

11
月

◦
赤
磐
市
総
合
防
災
訓
練（
現
在
ま
で
）

５
月

◦
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
初
参
加（
現
在
ま
で
）

８
月

◦
全
日
本
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

10
月

◦
国
民
文
化
祭
お
か
や
ま
文
芸
祭

11
月

◦
赤
磐
市
全
域
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　

高
速
通
信
環
境
を
整
備

12
月

◦
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
開
始

４
月

◦
山
陽
幼
稚
園
開
園

６
月

◦
市
議
会
本
会
議
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
開
始

９
月

◦
第
１
回
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
現
在
は「
あ
か
い
わ

キ
ラ
リ
★
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と
し
て
）

11
月

◦
あ
か
い
わ
祭
り
で
被
災
地
応
援
イ
ベ
ン
ト

平成21年度

あかいわ祭り

国民文化祭おかやま文芸祭「現代詩」大会

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
０

被災地応援イベント

協働のまちづくり塾

市
の
花
は「
モ
モ
」と「
サ
ク
ラ
」、市
の
木
は「
マ
ツ
」に
決
定
。

環太平洋大学連携・協力協定調印式
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平成26年度 平成25年度

赤磐市交通安全啓発マスコットキャラクターの
愛称が「あかいわモモちゃん」に決定

４
月

◦
赤
磐
市
防
火
協
会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
ま
も
る
く
ん
」誕
生

５
月

◦
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
と
連
携・協
力
協
定

８
月

◦
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
山
口
舞
選
手
に

　

赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
を
授
与

９
月

◦
赤
磐
市
交
通
安
全
啓
発
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

　

愛
称
が「
あ
か
い
わ
モ
モ
ち
ゃ
ん
」に
決
定

12
月

◦
市
議
会
基
本
条
例
成
立

１
月

◦
桜
が
丘
出
張
所
日
曜
日
業
務
開
始

３
月

◦
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

◦
市
長
・
市
議
選
挙

４
月

◦
赤
磐
市
広
域
路
線
バ
ス
運
行
開
始

７
月

◦
新
消
防
庁
舎
で
業
務
開
始

９
月

◦
桜
が
丘
東
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
完
成

３
月

◦「
協
働
」の
ま
ち
づ
く
り
指
針
策
定

４
月

◦
赤
磐
市
環
境
セ
ン
タ
ー「
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
」

　

業
務
開
始

６
月

◦
㈱
松
竹
撮
影
所
と
劇
場
用
映
画「
種
ま
く
旅
人
３
」

　

製
作
協
定

７
月

◦
赤
磐
市
国
民
健
康
保
険
熊
山
診
療
所
開
所

◦
岡
山
大
学
、㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

　

学
力
向
上
検
証
に
向
け
た
産
官
学
連
携
協
力
協
定

10
月

◦
人
権
尊
重
都
市
宣
言

12
月

◦
ひ
か
り
幼
稚
園
新
園
舎
完
成

平成24年度

平成24〜26年度
2012.4 - 2015.3

新
消
防
庁
舎
落
成
記
念
イ
ベ
ン
ト 劇場用映画「種まく旅人3」製作協定調印式

赤磐市国民健康保険熊山診療所

赤磐市環境センター「エコプラザあかいわ」

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
山
口
舞
選
手
に

赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
を
授
与

赤磐市防火協会のマスコット
キャラクター「まもるくん」

『JVA承認 2015-02-002』
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　赤磐市の頭文字の「赤」をモチーフに、市制施行１０周年の
シンボルマークを作成しました。
　星の輝きの部分には、赤磐市がますます輝いていけるよう
にという願いが込められています。
　そして、 「ささえあい、みんな一緒に Ｂｅｌｉｅｖｅ ａ Ｄｒｅａｍ」
は、将来を担う子どもたちに夢や希望があふれ、互いに支えあ
い響き合うまちづくりをイメージしたキャッチコピーです。

　平成17年３月７日、赤磐市は、山陽・赤坂・熊山・
吉井の４地域が手を取り合って第一歩を踏み出し
ました。
　この10年の間には、多くの皆様のご理解ご協力
のもと、晴れの国おかやま国体など思い出深い行
事が数々行われたほか、さまざまな公共施設の整
備も進んできました。
　「人“いきいき”まち“きらり”活力ある、住みよい、
住みたい、赤磐市」をキャッチフレーズに安心安全
で住みよいまちづくりをすすめてきた赤磐市は、現

赤磐市制施行10周年記念式典
3月29日㈰  午前10時～正午日　時

山陽ふれあい公園 フィットネスアリーナ場　所

⃝感謝状贈呈
⃝石相小学校児童による合唱 『Believe a Dream』
⃝雷門喜助さんによる創作落語

内　容

本庁秘書企画課 ☎955-2692問い合わせ先

10周年を迎えて…
赤磐市長  友實 武則

在では、学校支援ボランティアをはじめ市民の皆
様との協働のまちづくりにも成果が表れています。
　この豊かな自然や文化遺産に恵まれ、品質の
高い果物や米の産地としても名高い赤磐市は、私
たちの誇りです。
　10周年を契機に、ますます心豊か
に暮らせるまちになるよう、市民
の皆様の力を合わせ、また一
歩、力強く踏み出しましょう。

※10周年記念イベントを同日別会場で開催します。詳しくは、28ページをご覧ください。

雷門喜助さん

ごあいさつ
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情報ボックス
INFORMATION BOX

　

市
と
教
育
委
員
会
で
は
、
臨

時
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、
登

録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
登

録
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
要

領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
採
用
は
選
考
に
よ
り

決
定
し
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も

登
録
者
を
優
先
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
勤
務
内
容
・
職
種
／
一
般
事

務
・
調
理
員
・
幼
稚
園
教
諭
・

保
育
士
な
ど

■
資
格
／
一
般
事
務
に
つ
い
て

は
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
が
あ
る
人
（
資
格
が

必
要
な
職
種
も
あ
り
ま
す
）

■
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
な
ど
（
職

種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
時
給
／
事
務
職
８
０
０
円
な

ど
（
職
種
、
勤
務
形
態
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

■
勤
務
場
所
／
本
庁
、
各
支
所

そ
の
ほ
か
出
先
機
関
、
教
育

委
員
会
事
務
局
、
学
校
そ
の

ほ
か
教
育
機
関
な
ど

■
登
録
有
効
期
限
／
平
成
29
年

３
月
末
日

■
申
込
方
法
／
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を

貼
っ
て
本
庁
総
務
課
、
各
支
所
市

民
生
活
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
本
庁
総
務
課
、
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
へ
は
郵
送
も
可
）。

■
受
付
期
間
／
随
時

■
そ
の
他
／
登
録
し
た
場
合
で

も
必
要
と
す
る
業
務
が
な
け

れ
ば
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
採
用
の
時
期
、
期
間
、

勤
務
場
所
は
未
定
で
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁
総

務
課
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
の
大
切
な
命
を
守
り
た
い
。

突
然
家
族
の
心
臓
が
止
ま
っ
た

ら
…
。
そ
ん
な
と
き
、
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
の
は
そ
ば
に

居
る
あ
な
た
で
す
！

　

心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き
に
有

効
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
や
り
方
、
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ガ
に
対
す
る

適
切
な
応
急
手
当
て
を
分
か
り

や
す
く
お
教
え
し
ま
す
。
年
齢

や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
大
切

な
命
を
守
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
22
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部 

北

出
張
所

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

※
受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合
は
や

む
を
得
ず
中
止
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
３
月
13
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

登
録
団
体
の
相
互
交
流
や
自

主
活
動
の
ほ
か
、
男
女
が
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
活
動

に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
対
象
／
市
内
に
活
動
拠
点
を

置
く
団
体
・
グ
ル
ー
プ

※
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と

す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
除
き
ま
す
。

■
会
費
／
１
団
体
あ
た
り
年
額
千
円

■
申
込
方
法
／
本
庁
協
働
推
進

課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
に
備

え
付
け
の
登
録
用
紙
を
申
し
込

み
先
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

■電話番号一覧 ※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷総務課…………………☎ 955-4782

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷環境課…………………☎ 955-5347

　▷社会福祉課……………☎ 955-0971

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

●教育委員会
　▷教育総務課……………☎ 955-6807

　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷山陽郷土資料館………☎ 955-0710

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
募
集
！

●
募
集

臨
時
職
員
登
録
の
ご
案
内

広報あかいわ（平成27年3月号） 8
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち　毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日 午前10時30分～11時、第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●民話の寺小屋（民話の語り）　15日㈰ 午後2時～2時30分
●きらり☆しあたー子ども版映画上映会「おまえうまそうだな」
　21日㈯ 午後2時～
●人形劇フェスティバル　22日㈰ 午後1時30分～2時30分

●ブックんのおはなしかい　7日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　11日㈬・25日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム　10日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　21日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会　14日㈯ 午前10時30分～11時
●アニメ映画会　14日㈯ 午後2時～
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　20日㈮ 午前10時～正午

●無料観望会　7日㈯ 午後7時～10時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内3 E V E N T  G U I D E  O N  M A R C H

受験種目 対象者 受付期間 試験日

幹部候補生

一般

大卒程度試験

22歳以上26歳未満の人（20歳
以上22歳未満の人は大卒（見込
み含む）、修士課程修了者など

（見込み含む）は28歳未満） 3/1～5/1

＜1次＞
5/16・17

※5/17については
　飛行要員希望者
　のみ

院卒者試験 修士課程修了者など（見込み含
む）で、20歳以上28歳未満の人

歯科・
薬剤科

専門の大卒（見込み含む）20歳以上30歳未満の人
（薬剤は20歳以上28歳未満の人※1） 3/1～5/1

＜1次＞
5/16

予備自衛官補

一般 18歳以上34歳未満の人
①1/8～3/24

②7/1～9/18

※2

①4/10～4/14

②10/2～10/5

※いずれか１日を
　指定されます技能 18歳以上で国家免許資格などがある人（資格によ

り53歳未満～55歳未満の人）

※1…学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程（6年制の課程に限る）を修めて卒業した人（平成27年3月卒業見込みの人を
含む）および薬剤師国家資格に関する経過措置により薬剤師国家試験の受験資格がある人のうち、学校教育法に基づく大学院におい
て、正規の薬学の課程を2年以上修め薬学修士の単位を受けた人に限ります。それ以外は26歳未満となります。

※2…状況により、試験日が変更される場合があります。

　

防
衛
省
で
は
平
成
27
年
度
各

種
自
衛
官
等
を
募
集
し
て
い
ま

す
（
下
表
参
照
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊 

岡
山
募
集
案
内
所

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）２
８
２
４

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/okayam

a/

　

全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会

は
、
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
が

運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　
「
子
ど
も
会
活
動
中
」
の
事
故

で
生
じ
た
負
傷
・
疾
病
・
後
遺

障
害
・
死
亡
・
賠
償
責
任
を
保

障
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
分
の
加
入
に
つ

い
て
募
集
し
ま
す
の
で
、
必
要

書
類
に
会
費
を
添
え
て
、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
加
入
対
象
／
子
ど
も
会

■
会
費
／
一
人
あ
た
り
年
額
２
１
０
円

■
申
込
期
限
／
３
月
25
日
㈬

※
以
降
、
随
時
加
入
受
付

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課

●
募
集

全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会

加
入
募
集

●
募
集

自
衛
官
募
集

広報あかいわ（平成27年3月号）9
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消費生活講座 「知っとく～くらしの得学みつけませんか？～」

楽しく学ぼう！わくわく☆おこづかいゲーム
―金銭感覚は小学生のうちに育てたい―
　お年玉をもらうようになったら、もうお金と
の関わりは始まっています！
　「今買う？」「あとで買う？」…「やりくり」や、
お金に込められた感謝の心を、体験ゲーム
を通して親子で一緒に学びましょう。

●日時／3月30日㈪ 午前10時～11時30分
●場所／桜が丘いきいき交流センター
●講師／吉田　公子 さん（ファイナンシャルプランナー）
●対象／小学1年生～3年生の親子 ※今春入学予定のお子さんも可能

●定員／10組（要申し込み）　　　●参加費／無料
●問い合わせ・申し込み先／消費生活相談窓口（本庁くらし安全課内）

☎955-4783

　
吉
井
郷
土
資
料
館
で
は
、桃
の
節
句
に
関
わ
る
掛
け
軸
や
、泥

天
神
、明
治
時
代
の
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。百
年
前
の
お
ひ

な
さ
ま
の
姿
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。

■
期
間
／
４
月
３
日
㈮
ま
で

■
開
館
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
土・日・祝
日
を
除
く
）

■
場
所
／
吉
井
郷
土
資
料
館 

第
４
展
示
室

■
問
い
合
わ
せ
先
／
山
陽
郷
土
資
料
館

吉
井
郷
土
資
料
館
　季
節
展
示

　

４
月
１
日
か
ら
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
公
正
な
待
遇
を

確
保
し
、
ま
た
、
納
得
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

（
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の

改
善
等
に
関
す
る
法
律
）
や
施

行
規
則
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

指
針
が
変
わ
り
ま
す
。 

　

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
法
の
改
正
に
つ
い
て
」

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）７
６
３
９

　

平
成
26
年
８
月
19
日
か
ら
の

広
島
県
大
雨
災
害
へ
の
援
助
の

一
助
と
し
て
、
平
成
26
年
９
月

１
日
か
ら
12
月
26
日
ま
で
の
期

間
で
災
害
義
援
金
の
受
け
付
け

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
総
額
29
万

１
５
１
３
円
の
義
援
金
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
全
額

が
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
に
、
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

　

４
月
１
日
か
ら
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
自
立
相
談
支
援
事

業
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
は
、

原
則
、
市
内
在
住
で
経
済
的
に

困
窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を

維
持
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
人
で
す
。

　

今
ま
で
の
制
度
で
は
対
応
し

き
れ
な
か
っ
た
問
題
や
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る

ほ
か
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
て
、
困
り
事
や
悩
み
事
を

抱
え
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
な

が
ら
支
援
し
、
問
題
の
解
決
を

目
指
し
ま
す
。

　

本
人
だ
け
で
な
く
、
周
り
で

気
に
な
る
人
が
い
る
場
合
な
ど
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉

課

●
お
知
ら
せ

広
島
県
大
雨
災
害
義
援
金
の

お
礼
と
ご
報
告

●
お
知
ら
せ

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を

開
始
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

４
月
１
日
よ
り
、改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

広報あかいわ（平成27年3月号）10
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。ザ・コラム
The Column

●
人
権
を
考
え
る
日
常
的
な
ポ
イ
ン
ト 

［ 

第
３
回 

］ �

社
会
教
育
課

血
液
型
に
つ
い
て

　
「
あ
な
た
の
血
液
は
何
型
？
」「
Ｏ
型
」

「
や
っ
ぱ
り
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
だ
ね
」な
ど

と
い
う
血
液
型
に
か
か
わ
る
会
話
を
耳

に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

し
か
し
、「
で
も
ね
、
Ｏ
型
の
裏
の
性

格
は
…
」
と
か
「
〇
型
の
女
性
と
は
う

ま
く
い
か
な
い
よ
」
と
ま
で
言
わ
れ
る

と
、
言
わ
れ
た
人
の
気
持
ち
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
血
液
型
に
よ
る
性
格
占

い
な
ど
の
話
題
は
、
本
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
多
数
扱
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
会
話
の
中
に
登
場
す
る
こ
と
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
分
や
身
近
な
人
の
血
液
型

を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
万
が
一
の
と

き
な
ど
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
家
族
や

友
達
の
血
液
型
を
知
っ
て
い
る
と
い
う

人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
血
液
型
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｏ

式
の
ほ
か
に
も
Ｒ
ｈ
式
な
ど
複
数
あ
り
、

手
術
で
輸
血
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
な

ど
に
は
改
め
て
検
査
を
し
ま
す
。
そ
し

て
、
詳
細
な
検
査
を
し
て
み
る
と
、
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
信
じ
て
い
た
血

液
型
と
は
違
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
よ

う
で
す
。し
か

し
、だ
か
ら
と

い
っ
て
、性
格
が
変

わ
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
皆
さ
ん
は
、
血
液

型
占
い
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
？

　

自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
つ
め
る

き
っ
か
け
に
し
た
り
、
お
互
い
の
良
い

と
こ
ろ
を
見
つ
け
あ
う
な
ど
、
得
た
知

識
の
生
か
し
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
自
分
以
外
の
人
の
性
格
や
行
動
を

血
液
型
で
決
め
つ
け
た
り
指
示
し
た
り

す
る
と
、
相
手
は
、
思
い
込
み
で
判
断

さ
れ
た
と
気
を
悪
く
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

思
い
込
み
や
決
め
つ
け
は
、
偏
見
と

な
り
、
人
権
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
気
を
付

け
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
を
日
常
生
活
の
中
に
生

か
せ
る
人
権
感
覚
が
身
に
つ
く
よ
う
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
環
境
コ
ラ
ム 

［ 

第
７
回 

］  �

環
境
課

分
別
で
間
違
え
や
す
い
も
の

　

今
年
度
か
ら
市
内
全
域
で
統
一
し

た
分
別
と
な
り
ま
し
た
。
１
月
号
で

は
、
分
別
で
間
違
え
や
す
い
「
せ
ん

定
枝
」
の
出
し
方
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
し
た
。
今
回
は
、出
し
方
が
変
わ
っ

た
た
め
に
戸
惑
う
人
が
多
い
「
埋
立

ご
み
」
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。

◇
埋
立
ご
み
の
出
し
方

・
「
埋
立
ご
み
」
は
、
有
料
の
「
埋

立
専
用
有
料
指
定
袋
」
に
入
れ
て

口
を
十
字
に
結
び
、【
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
埋
立
ご
み
等
】
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
「
埋
立
ご
み
」
と
は
、
焼
却
ま
た

は
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
陶
磁
器
、
化
粧
ビ
ン
、

割
れ
た
コ
ッ
プ
な
ど
で
す
。
た
だ

し
、
び
ん
の
中
で
も
「
無
色
の
び

ん
」・「
茶
色
の
び
ん
」・「
そ
の
他
の

色
び
ん
」
は
【
金
属
・
び
ん
】
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
蛍
光
管
等
」・「
刃
物
」・「
廃
乾

電
池
」・「
小
型
混
合
ご
み
」・「
そ
の

他
金
属
」
な
ど
は
、指
定
袋
に
は
入

れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
決
め
ら
れ
た

出
し
方
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
ら
は
無
料
で
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◇「
埋
立
専
用
有
料
指
定
袋
」の

　
種
類
と
価
格

大きさ 販売単位 販売価格 1枚あたり
の価格

10リットル 1本（20枚） 200円 10円

20リットル 1本（20枚） 400円 20円
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

第
23
回
全
日
本
大
学
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
（
兵
庫
県
）

◦
武
庫
川
女
子
大
学
3
年

　

沼
田　

倫
子
（
山
陽
１
）

第
23
回
全
国
障
が
い
者

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
福
岡
県
）

◦
藤
井　

悟
朗
（
山
陽
３
）

第
14
回
全
日
本
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
千
葉
県
）

◦
石
相
小
学
校
４
年

　

奥
田　

叶
汰
（
町
苅
田
）

◦
山
陽
小
学
校
５
年

　

岸
本　

み
ゆ
（
西
中
）

◦
石
相
小
学
校
６
年

　

奥
田　

妃
奈
（
町
苅
田
）

第
98
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
・

競
歩
競
技
（
兵
庫
県
）

◦
岡
山
商
科
大
学
付
属
高
等
学
校
１
年

　

紺
屋　

槙
斗
（
桜
が
丘
西
８
）

第
11
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
岡
山
県
）

◦
磐
梨
中
学
校
２
年

　

小
田　

敏
輝
（
桜
が
丘
東
５
）

第
11
回
多
賀
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
学
童

軟
式
野
球
３
年
生
大
会
（
滋
賀
県
）

◇
山
陽
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〈
選　

手
〉

◦
山
陽
北
小
学
校
３
年

　

金
森　

翔
馬
（
桜
が
丘
西
７
）

　

田
淵　

雄
太
（
桜
が
丘
西
７
）

　

和
田　

一
誠
（
桜
が
丘
西
10
）

◦
山
陽
北
小
学
校
２
年

　

井
原　

立
貴
（
桜
が
丘
西
９
）

　

岡
本　

遥
海
（
桜
が
丘
西
８
）

　

片
山
扇
太
朗
（
桜
が
丘
西
10
）

　

三
宅　

一
誠
（
桜
が
丘
西
９
）

　

山
本　

裕
司
（
桜
が
丘
西
10
）

　

稲
田　

暁
仁
（
桜
が
丘
西
８
）

◦
山
陽
北
小
学
校
１
年

　

小
林　

和
市
（
桜
が
丘
西
８
）

　

幡
司　

十
舵
（
桜
が
丘
西
８
）

　

馬
渕　

智
敬
（
桜
が
丘
西
９
）

〈
監　

督
〉

◦
青
山　

英
之
（
桜
が
丘
西
８
）

〈
コ
ー
チ
〉

◦
金
森　

大
輔
（
桜
が
丘
西
７
）

赤
磐
市
体
育
協
会
会
長
杯

野
球
大
会

■
開
催
日
／
10
月
19
日
～
11
月
30
日

■
場
所
／
桜
が
丘
野
球
場
、
赤
坂

フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
多
目
的
広
場
、

熊
山
運
動
公
園
野
球
場

■
参
加
チ
ー
ム
数
／
９
チ
ー
ム

■
結
果

◦
優　

勝
…
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ

◦
準
優
勝
…
ロ
ッ
キ
ー
ズ

〈
最
優
秀
選
手
〉

◦
岸
本　

大
輔
（
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

Ｏ
Ｎ

Ｅ 

ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ
）

第
17
回
赤
磐
市

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
交
歓
会

■
開
催
日
／
１
月
24
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総

合
体
育
館

■
参
加
人
数
／
42
人

■
結
果

〈
９
・
10
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
北
野
博
史
（
山
陽
1
）

◦
準
優
勝
…
宮
澤
勇
治
（
山
陽
2
）

〈
８
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
金
田
弘
子
（
山
陽
2
）

◦
準
優
勝
…
丹
治
幸
仁
（
西
中
）

◦
第
３
位
…
横
田
多
美
子
（
岩
田
）

〈
6
・
7
ｍ
の
部
〉

◦
準
優
勝
…
大
熨
め
ぐ
み
（
山
陽
4
）

◦
第
３
位
…
徳
永
媛
子
（
沼
田
）

第
４
回
「
晴
れ
の
国
岡
山
」

駅
伝
競
走
大
会

■
開
催
日
／
１
月
25
日

■
場
所
／
岡
山
市
旭
川
・
百
間
川

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

■
出
場
者

〈
代
表
選
手
〉

◦
１
区
…
金
谷　

昌
慶
（
主
将
）

◦
２
区
…
田
口　

順
啓

◦
３
区
…
金
谷　

紗
希

◦
４
区
…
細
見　

健
太

◦
５
区
…
山
下
さ
り
な

◦
６
区
…
藤
田　

和
司

◦
７
区
…
東
山　

綾
花

◦
８
区
…
佐
々
木
遥
香

◦
９
区
…
紺
屋　

槙
斗

◦
控
え
…
谷
本
奈
々
葉

◦
控
え
…
治
田
将
太
朗

結　
果

全
国
大
会
出
場

◦
控
え
…
鎌
松　

愛
瑚

◦
控
え
…
川
崎　

陸
央

〈
監　

督
〉

◦
森　

俊
樹

〈
コ
ー
チ
〉

◦
横
山　

友
貴

　

今
年
、開
催
さ
れ
た
第
４
回
「
晴

れ
の
国
岡
山
」
駅
伝
競
走
大
会
は
、

県
下
市
区
町
村
対
抗
で
行
わ
れ
、

赤
磐
市
代
表
チ
ー
ム
は
第
18
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
行
わ
れ
た
「
赤
磐
市
代

表
選
手
選
考
会
」
の
結
果
を
も
と

に
選
抜
さ
れ
た
代
表
選
手
は
、
１

区
か
ら
９
区
ま
で
全
員
が
力
強
く

た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
参
加
し
た
全

員
が
果
敢
に
レ
ー
ス
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
赤
磐
市
体
育
協
会
）

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉
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寒さもやわらぎ、暖かく感じる日が増えてきました。興味のある教室を体験してみませんか？
3月に1カ月間体験すると、平成27年度第1期（4月〜6月）の運動教室に優先して申し込むことができます。
春は、何かを始めるのに絶好の季節です。ぜひ、山陽ふれあい公園へお越しください。

■教室の参加を希望する人は、事前に申し込みが必要です（先着順）。

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

3月の1カ月間、教室を体験してみませんか？

教　室　名 曜日 時　　間 定員 回数
参加費

1カ月払い 都度払い

◆続けて楽しい！ 続けて効果がある！ コース型プログラム 〈対象 : 16歳以上〉

ヨガ（エクササイズ） 水 14:00 ～ 15:00 15人 4回 3,000円 -

ヨガ（リラックス） 金 18:45 ～ 19:45 15人 4回 3,000円 -

ヨガ（アロマ） 土 9:15 ～ 10:15 15人 4回 3,000円 -

太極拳入門 火 15:10 ～ 16:10 10人 4回 3,000円 -

ストレッチ 木 9:15 ～ 9:45 15人 4回 1,600円 -

クロール初級 水 10:15 ～ 10:45 10人 4回 1,600円 -

平泳ぎ初級 木 13:00 ～ 13:30 10人 3回 1,200円 -

4泳法初級 木 19:15 ～ 19:45 10人 3回 1,200円 -

◆楽しく体を動かせるプログラム 〈対象 : 16歳以上〉

ZUMBA（ズンバ） 金 11:15 ～ 12:00 15人 3回 1,450円 500円

ボディコンバット 水 19:05 ～ 19:50 15人 3回 1,450円 500円

ボディパンプ 木 19:30 ～ 20:15 15人 4回 1,900円 500円

シバム 火 20:10 ～ 20:40 15人 4回 1,600円 400円

オリジナルダンス 水 10:00 ～ 10:40 15人 3回 1,450円 500円

エアロフットセラピー 火 19:15 ～ 20:00 15人 4回 1,900円 500円

かんたんエアロ
水 9:10 ～ 9:50 15人 3回 1,450円 500円

水 20:00 ～ 20:40 15人 4回 1,900円 500円

アクアウォーキング 水 13:15 ～ 13:45 15人 4回 1,450円 400円

アクアビクス 金 10:15 ～ 10:45 15人 3回 1,100円 400円

教　室　名 曜日 時　　間 定員 回数 参加費

◆子ども向けスイミング教室

児童クラス① 火 16:15 ～ 17:15 30人 10回 5,000円

児童クラス② 火 17:15 ～ 18:15 20人 10回 5,000円

＜平成27年度第1期（4月～6月）運動教室について＞
　◦現在、教室に参加している人の優先受付………3月4日㈬〜
　◦新規教室参加者の受付…………………………3月11日㈬〜
　  ※4月からの教室については、都合により変更する場合もあります。

◦
控
え
…
鎌
松　

愛
瑚

◦
控
え
…
川
崎　

陸
央

〈
監　

督
〉

◦
森　

俊
樹

〈
コ
ー
チ
〉

◦
横
山　

友
貴

　

今
年
、開
催
さ
れ
た
第
４
回
「
晴

れ
の
国
岡
山
」
駅
伝
競
走
大
会
は
、

県
下
市
区
町
村
対
抗
で
行
わ
れ
、

赤
磐
市
代
表
チ
ー
ム
は
第
18
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
行
わ
れ
た
「
赤
磐
市
代

表
選
手
選
考
会
」
の
結
果
を
も
と

に
選
抜
さ
れ
た
代
表
選
手
は
、
１

区
か
ら
９
区
ま
で
全
員
が
力
強
く

た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
参
加
し
た
全

員
が
果
敢
に
レ
ー
ス
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
赤
磐
市
体
育
協
会
）
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●赤磐市の人口 （平成27年2月1日現在）

人 　 口 44,814 人 （ － 9 ）
男 　 性 21,466 人 （ －16 ）
女 　 性 23,348 人 （ ＋ 7 ）
世 帯 数 17,732 世帯 （ ＋31 ）

※（　）は1月1日との差

●平成27年1月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成27年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
8

（8）
60

（60）
8

（8）
19

（19）
95

（95）
東出
張所

0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
3

（3）
27

（27）
4

（4）
7

（7）
41

（41）

北出
張所

0

（0）
0

（0）
0

（0）
1

（1）
1

（1）
2

（2）
17

（17）
3

（3）
0

（0）
22

（22）

計 0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（0）

1
（1）

13
（13）

104
（104）

15
（15）

26
（26）

158
（158）

●平成27年1月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
27年1月中 86 18 0 3 21 68 
26年1月中 87 22 0 1 33 65 
増        減 -1 -4 0 2 -12 3 
27年1月末 86 18 0 3 21 68 
26年1月末 87 22 0 1 33 65 
増        減 -1 -4 0 2 -12 3 

●今月の交通標語 「 通学路  スピードゆるめて  安全に 」

●3月の保険料を期限内に納めましょう
介 護 保 険 料 10 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 9 期

※期限は3月31日まで

■施設案内
吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター
　吉井Ｂ＆Ｇ海洋
センターでは、平成
27年度より各施設
の使用料の改定、
休館日・プール開放
期間の変更を行い
ます。
　詳しくは、広報あかいわ12月号11ページを
ご覧ください。

●3月の休日当番医（窓口受付 9:00〜17:00）

1日㈰ 戸田小児科医院 ☎955-3121

マスカット整形外科医院 ☎086-229-2611

8日㈰ 赤磐医師会病院（小児科のみ） ☎955-6688

道満医院 ☎957-2111

15日㈰ 赤磐医師会病院（小児科のみ） ☎955-6688

吉井外科医院 ☎086-952-3331

21日㈯ 那須眼科 ☎955-8980

長島病院 ☎086-952-1355

22日㈰ ますだ眼科クリニック ☎958-5558

近藤内科 ☎086-953-1610

29日㈰
ひらた整形外科 ☎956-0700

粟井内科医院 ☎086-953-0617

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については2月5日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

3月6日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
河合　秀直

3月18日㈬
10：00～15：00

吉井会館2階
視聴覚資料室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

3月11日㈬
13：00～16：00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

3月18日㈬
13：00～15：00

吉井会館2階
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

広報あかいわ（平成27年3月号）14



●3月の検診・定期救急講習など
1 日

2 月 ⃝母親学級（赤坂健康管理センター） 9:30～11:30〈受付9:15～〉
㊡山陽郷土資料館

3 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

4 水 ⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

5 木

6 金

7 土 ㊡桜が丘出張所

8 日

9 月 ㊡山陽郷土資料館

10 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

12 木

13 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30 
★犯罪ゼロの日

14 土 ㊡桜が丘出張所

15 日

16 月 ㊡山陽郷土資料館

17 火

18 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

19 木

20 金 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

★交通事故・交通違反ゼロの日

21 土 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

22 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署北出張所） 9:00～12:00

23 月 ㊡山陽郷土資料館

24 火

25 水    ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通安全日

26 木

27 金

28 土 ㊡桜が丘出張所

29 日

30 月 ㊡山陽郷土資料館
★交通事故・交通違反ゼロの日

31 火
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●3月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル

アリーナほか 屋　内
プール

10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

1 日 ○

3
月
31
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す
︒

2 月 休館日 休館日
3 火 ○ 休館日
4 水 ○
5 木 ○
6 金 ○
7 土 ○
8 日 ○
9 月 休館日 休館日

10 火 ○ 休館日
11 水 ○
12 木 ○
13 金 ○
14 土 ○
15 日 ○
16 月 休館日 休館日
17 火 ○ 休館日
18 水 ○
19 木 ○
20 金 ○
21 土 ○
22 日 ○
23 月 休館日 休館日
24 火 ○ 休館日
25 水 ○
26 木 ○
27 金 ○
28 土 ○
29 日 ○
30 月 休館日 休館日
31 火 ○ 休館日

○屋内プール一般開放

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円

※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳または療
育手帳をお持ちの人は利用料が半額になります。
受付へ証明書を提示してください。

　［トレーニングルーム］ 300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心

者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［トレーニングルーム］ 100円

※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館 (町苅田507／☎957-2211)

ふるさと探訪講座
宗形神社と深山三社バスハイキング
赤磐市の最北端是里にある高ノ峯一帯には今は宗形神
社に合

ご う し

祀されている「深山三社」があったとされていま
す。今回のふるさと探訪講座は、備前の国の式内社であ
る宗形神社といにしえの「深山三社」の跡を訪ねます。
■日時／3月20日㈮　午前8時40分～午後2時30分
■探訪場所／宗形神社、深山三社（神峯神社・神峯伊勢

神社・剣抜神社）
■日程／午前8時40分…中央公民館出発
　　　　午前8時50分…桜が丘いきいき交流センター出発
　　　　午前9時30分…吉井公民館出発
　　　　午後1時40分…吉井公民館解散
　　　　午後2時20分…桜が丘いきいき交流センター解散
　　　　午後2時30分…中央公民館解散
■講師／高畑　富子 さん（山陽郷土資料館学芸員）
■対象／一般　　■定員／25人
■参加費／500円
■持ち物／登山のできる服装、弁当、飲み物
■申込開始日／3月2日㈪

天文教室　宙の楽校
月を撮影してパソコンで画像処理に挑戦しよう！ 雨天
時は、パソコンを使って星空を調べて楽しみます。
■日時／3月28日㈯　午後7時～8時30分
■場所／竜天天文台公園
■指導／辰巳　直人 さん（竜天天文台天文指導員）
■対象／小学3年生以上　　■定員／20人程度
■参加費／100円
■持ち物／防寒具、筆記用具、使い慣れたノートパソコン
（あれば）
■申込開始日／3月2日㈪

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

ドキドキ講座「自然観察会」 
～吉井地域の高原で出会う動植物～
金勢大明神から竜天山布施神社周辺の動植物を観察
してみよう！
■日時／3月14日㈯　午前9時～11時
■集合場所／金勢大明神駐車場
■対象／幼児（保護者同伴）～一般
■参加費／無料
■持ち物／防寒着、双眼鏡（あれば）
■申込開始日／3月2日㈪

高齢者いきいき講座
～金融犯罪から身を守ろう、いきいき歌おう～
多発しているオレオレ詐欺やヤミ金融から身を守る、ま
さか自分が…とならないために役に立つお話を聴きま
す。その後は、アコーディオンの演奏にあわせて、懐かし
いあの歌・この歌・童謡などを歌い、童心に戻りいきいき
と楽しい時間を過ごしましょう。
■日時／3月17日㈫　午後1時30分～3時30分
■講師／財務省中国財務局岡山財務事務所理財課職員
　　　　宗田　活明 さん（作曲家、アコーディオン奏者）
■対象／一般　　■定員／30人程度
■参加費／無料　　■持ち物／筆記用具
■申込開始日／3月2日㈪

気功で元気に
中国4千年の気功体験教室に参加して元気アップしま
せんか？
■日時・場所
　◦3月11日㈬　午後1時30分～3時30分
　　吉井会館 農事実習室
　◦3月16日㈪　午後1時30分～3時30分
　　仁美農村振興センター 集会室
■指導／右遠　皇子 さん（中国武術太極拳協会）
■対象／一般　　■定員／30人程度
■参加費／100円
■持ち物／運動のできる服装、上履き
■申込開始日／3月2日㈪

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）
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西山公民館まつり
作品展示と舞台発表で日ごろの成果を発表します。人
気の飲食バザーがありますので、ご家族そろってお越し
ください。3月14日㈯は、“こども”を対象に指導者による

「読み聞かせ」や「おもしろ遊び」のイベントがあります。
■日時／3月14日㈯　午後1時～3時
　　　　3月15日㈰　午前9時～午後3時

家庭菜園（春夏）講座
今年も夏野菜のシーズンが始まります。失敗しない栽
培テクニックを学びましょう。
■日時／3月23日㈪　午前10時～正午
■講師／ＪＡ岡山東営農指導者
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／500円
■申込開始日／3月2日㈪

3月思い出作り教室 ～元気に友だちと遊ぼう～
■日時／3月2日㈪～30日㈪　午後4時～5時
※西山グラウンド利用は一時中止にします。
※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

第53回ブルーシャトーコンサート
「弦楽四重奏  スプリングコンサート」
■日時／3月28日㈯
　　　　午前11時～正午（開場…午前10時30分）
■講師／Le Vent ｄ̒Ｅｓｔ（ル・ヴァン・デスト）弦楽四重奏団
■曲目／ハイドン作曲 弦楽四重奏曲 第17番作品3-5「セレナード」
　　　　モーツァルト作曲 弦楽四重奏曲 第18番K.464 1楽章
　　　　ヨハン・シュトラウス作曲 ピチカート・ポルカ　ほか
■対象／乳幼児～一般　　■入場料／無料
■申し込み／不要

童謡・唱歌で遊ぶ
折り紙や手作り楽器を使って、頭や体を働かせながら、
春の歌を一緒に歌って遊びましょう。
■日時／3月27日㈮　午後1時30分～3時
■講師／大村　由美子 さん
■対象／一般　　■参加費／100円
■申込開始日／3月2日㈪ ※当日参加も可能

「いきいき百歳体操」で元気になろう！！
年齢とともに体力も落ちていき、普段の暮らしの中で
も以前は何でもなかったことが、今はつらく感じること
はありませんか？ そのつらさを少しでも改善するため
に「いきいき百歳体操」をしましょう。
■日時／3月13日㈮ 午前10時～11時30分
■場所／桜が丘いきいき交流センター 大ホール
■講師／石尾　正紀 さん（健康運動指導士）
■対象／60歳以上の人
■定員／30人　　■参加費／無料
■持ち物／運動のできる服装、飲み物
■申込開始日／3月2日㈪

中央公民館グループ体験講座「社交ダンスパープル」
音楽に合わせて健康維持と会話を楽し
みながら、社交ダンスを踊りましょ
う。見学だけでも歓迎します。
■日時／3月19日㈭、26日㈭
　午後1時50分～3時20分
■講師／筒井　由美子 さん
■対象／一般
■参加費／無料
■持ち物／上ぐつ、ダンスシューズ（あれば）
■申込開始日／3月2日㈪

中央公民館グループ体験講座「中国武術太極拳気功」
健康な人も、病弱の人も、初めての人も、真

ま ね

似ながら無
理なく動作を学ぶことができます。一緒に楽しく健康な
体力づくりをしてみませんか。
■日時／3月24日㈫　午後7時30分～8時30分
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／無料
■申込開始日／3月2日㈪

「相続と遺言について」の講座
■日時／3月14日㈯　午後1時～3時
■講師／森末　一郎 さん（行政書士）
■対象／一般
■定員／16人
■参加費／無料
■申込開始日／3月2日㈪

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）
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図書館通信
LIBRARY NEWS

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■3月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『トムとジェリー 星空の音楽会ほか』（60分） 
　ねこのトムとねずみのジェリー。今日も仲良くケンカ
中？！ 「星空の音楽会」「恋のとりこ」「いたずらきつつ
き」など、トムとジェリーの楽しいお話全8話を上映。
■日時／3月14日㈯　午後2時～
■場所／吉井図書館2階 視聴覚室
■参加費／無料　　■申し込み／不要

○	 アニメ映画会

おすすめ

今
月
の

『ぴっぽのたび』
 ●刀根　里衣／著
 ●ＮＨＫ出版／出版

『ぼくつかまらないもん！』
 ●マーガレット・ワイズ・ブラウン／文
 ●なかがわ　ちひろ／訳　●長野　ヒデ子／絵
 ●あすなろ書房／出版

『ねこどんなかお』
 ●村上　しいこ／文
 ●ＭＡＹA ＭＡＸＸ／絵
 ●講談社／出版

『ブロード街の12日間』
 ●デボラ・ホプキンソン／著
 ●千葉　茂樹／訳
 ●あすなろ書房／出版

児童書

　赤磐市立図書館は、図書資料の充実を図るため、
「雑誌スポンサー制度」を実施しています。これは対
象雑誌を年間で購入して寄贈してくださるスポンサー

（広告主）を広く公募する制度です。
　ご寄贈いただいた雑誌は、市内4図書館の雑誌コ
ーナーに並べ、最新号（館内閲覧のみ）のカバーにス
ポンサー名と、カバーの裏面に広告チラシ（Ａ４判以
内）1枚を挿入し表示します。

　対象となる雑誌リスト、スポンサー広告掲載基準、
納入方法など詳しいことは中央図書館までお問い合
わせください。
※なお、申込書・関係書類は、中央図書館に備え付け

てあるほか、赤磐市立図書館のホームページから
ダウンロードも可能です。

■受付時間／午前10時～午後5時（休館日を除く）
■問い合わせ先／中央図書館  雑誌スポンサー担当

○	 雑誌スポンサーを募集しています

『おまえうまそうだな』（48分）
　宮西達也の絵本「ティラノサウルスシリーズ」を映
像化。絵本のタッチを最大限に生かした短編アニメー
ション。「おまえうまそうだな」「きみはほんとうにステ
キだね」ほか全4話を上映。
■日時／3月21日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：子ども版映画上映会

　瀬戸内市の『喜之助フェスティバル』に参加してい
る、糸あやつり人形劇団「つきみ草」の皆さんによる
人形劇です。ぜひご家族でお楽しみください。
■日時／3月22日㈰　午後1時30分～2時30分
■場所／中央図書館 多目的ホール
■演目／人形劇「ごんぎつね」「キャベツ畑の昼下がり」
「クワンクワン」
■参加費／無料　　■申し込み／不要

人形劇フェスティバル

雑誌表面

スポンサー名

雑誌裏面

広告

A4判以内

（ 

例　
示 

）
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●問い合わせ先／赤磐市選挙管理委員会事務局 ☎955-4782

岡山県議会議員選挙
　岡山県議会議員選挙が4月3日㈮告示、4月12日㈰
投票・開票の日程で行われます。
　本市の選挙区は赤磐市選挙区で、選出する議員の
定数は1人です。
　また、県議会議員選挙では、年齢満20歳以上の日本
国民で、県内の市町村の区域内に引き続き3カ月以上
住所を有する皆さんが、その市町村で投票することが
できます。
　このたびの選挙は、岡山県の将来を託す重要な選挙
です。皆さんそろって投票しましょう。

4月12日日
投票！!

　11月・12月の耕作放棄地解消強化月間に合わせ、農地
の利用状況を調査するため、各地域の農業委員による農
地パトロールを実施しました。
　農地パトロールにより耕作放棄地や無許可転用などの
農地の利用状況を確認しています。
　農地を農地以外のものに転用する場合は農業委員会
に申請して許可を受ける必要があります。一時的に造成を
する場合にも、届け出または許可申請が必要となります。
　農地の管理や権利移動、転用などに関する内容につい
ては、農業委員会までお問い合わせください。
　農業委員会事務局は本庁農林課、各支所産業建設課
内にあります。
■問い合わせ先
　・本 庁 農 林 課　☎955-6174
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1319

　市内には建物の壁や塀など、さまざまな場所にポスター
などが掲示されています。これらのポスターは、法律や条
例により許可なく掲示することが禁止されています。許可を
しているものについては、下図のシールが貼ってあります。
　ポスターを掲示する際は許可申請書を提出し、交付され
た許可証を必ず貼ってください。また、許可証には掲示期
限があります。期限が切れた場合も同様
に、許可申請書を提出し、新たに交付さ
れた許可証を貼ってください。
■問い合わせ・提出先
　・本庁都市計画課　☎955-1485

　２月２日から、市役所本庁
１階ロビーに総合案内係を
配置しました。
　行きたい課の場所が分
からない、どの課が担当な
のか分からないなど、ご不
明な点は案内係にお気軽にお尋ねください。ご用件に応じ
て担当の窓口をご案内します。
　市民の皆さんにとってより親しみやすい市役所を目指し、
これからもサービス向上に努めていきます。
■問い合わせ先
　・本庁総務課　☎955-4782
　・本庁市民課　☎955-1112

「農地の適正な管理と利用」～農地パトロール～ポスターの掲示には許可証を

市役所本庁１階ロビーに
総合案内係を配置しました
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■犬の登録および狂犬病予防注射済票をお渡しできる動物病院 （表1）
動物病院名 所在地 ／ 連絡先

山陽動物医療センター 河本357-1 ／ ☎955-1543

桜が丘往診動物医院 桜が丘西4-5-14 ／ ☎955-2813

ブレニー動物病院 桜が丘西9-1-2 ／ ☎958-5590

備前動物病院 備前市畠田238-1 ／ ☎0869-66-8541

せと動物病院 岡山市東区瀬戸町江尻1069-1 ／ ☎086-952-0012

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録

日
本
に
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
飼
主
は
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
正
し
く
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
登
録

　

新
し
く
犬
の
飼
主
に
な
る
と
き
、

飼
い
始
め
て
30
日
以
内
に
犬
の
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
（
生
後
90
日
以
内

の
子
犬
は
生
後
91
日
以
上
に
な
っ
て

か
ら
30
日
以
内
）。
犬
の
登
録
は
一

生
に
１
回
で
す
。
登
録
を
す
る
と
犬

鑑
札
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
登
録
手
数
料
…
３
千
円

●
狂
犬
病
予
防
注
射

　

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

予
防
注
射
は
動
物
病
院
や
市
が
４
月
に

行
う
集
合
注
射
（
表
２
）
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
の
集
合
注
射
ま
た
は
次
の
動
物
病
院

（
表
１
）
で
注
射
す
る
場
合
は
、
そ
の
場

で
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
お
渡
し
で
き

ま
す
が
、
他
の
動
物
病
院
で
注
射
し
た
場

合
は
、
市
役
所
で
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

　
交
付
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
動
物
病
院
で
発
行
さ
れ
る

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
証

・
交
付
手
数
料
…
５
５
０
円

●
集
合
注
射

　

表
２
の
日
程
で
集
合
注
射
を
行
い
ま

す
。
犬
を
登
録
し
て
い
る
人
に
は
、
は
が

き
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
当
日
は
が
き
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
釣
り
銭

が
必
要
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
の
飼
い
犬
の
ふ
ん

は
飼
い
主
で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
集
合
注
射
で
必
要
な
も
の

・
案
内
は
が
き
（
犬
の
登
録
を
し
て
い

る
人
の
み
）

・
犬
の
登
録
を
す
る
人
…
３
千
円
（
新

規
登
録
料
）

・
狂
犬
病
予
防
注
射
を
す
る
人
…
２
８

０
０
円
（
注
射
２
２
５
０
円
＋
注
射

済
票
交
付
５
５
０
円
）

・
注
射
済
票
の
交
付
の
み
…
５
５
０
円

（
注
射
済
証
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

◦
本

庁

環

境

課 

☎（
９
５
５
）５
３
４
７

◦
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

☎（
９
５
７
）４
８
２
３

◦
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

☎（
９
９
５
）１
２
１
４

◦
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

☎（
９
５
４
）１
１
８
３

問い合わせ先
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平成27年度 赤磐市狂犬病予防注射日程（表2） 
4／18日㊏　赤坂・熊山・山陽地域

時　　間 場　　　所
9:00～ 9:10 惣分会館
9:20～ 9:30 正満寺
9:40～ 9:50 笹岡公民館
9:55～10:05 小原多目的集会所

10:15～10:25 多賀公民館
10:30～10:40 今井公民館
10:45～10:55 東軽部公民館
11:05～11:15 由津里公民館
11:20～11:30 山口公民館
11:40～11:55 赤磐市赤坂支所
13:00～13:10 町苅田コミュニティハウス
13:20～13:30 東窪田パンダ公園
13:35～13:45 西窪田多目的集会所
13:55～14:05 桜が丘東6丁目集会所
14:10～14:20 桜が丘東4丁目集会所
14:25～14:35 桜が丘東2丁目グラウンド
14:40～14:50 桜が丘東1丁目集会所
15:00～15:30 赤磐市役所

4／4日㊏　山陽地域
時　　間 場　　　所

9:00～ 9:10 斎富消防機庫
9:15～ 9:25 沼田コミュニティハウス（高陽台）
9:35～ 9:50 河本コミュニティハウス
9:55～10:05 立川コミュニティハウス

10:10～10:20 穂崎コミュニティハウス
10:25～10:35 高月公民館
10:40～10:50 馬屋旧高月村役場前
10:55～11:05 和田多目的集会所前
11:10～11:20 山陽2丁目集会所
11:25～11:35 山陽公民館
11:40～11:50 山陽3丁目集会所
13:00～13:10 山陽5丁目集会所
13:15～13:25 山陽4丁目集会所
13:30～13:40 熊崎コミュニティハウス
13:45～13:55 上仁保コミュニティハウス
14:00～14:10 西山団地コミュニティハウス
14:15～14:25 正崎コミュニティハウス
14:30～14:40 神田共選場
14:50～15:05 赤磐市役所

4／5日㊐　山陽・熊山地域
時　　間 場　　　所

9:00～ 9:10 桜が丘西6丁目集会所
9:15～ 9:30 桜が丘西1丁目集会所
9:35～ 9:50 桜が丘西5丁目集会所
9:55～10:05 桜が丘西7丁目集会所

10:10～10:25 桜が丘西8丁目集会所
10:30～10:40 桜が丘西9丁目集会所
10:45～10:55 桜が丘西10丁目集会所
11:05～11:15 弥上公民館
11:20～11:30 野間公民館
11:35～11:45 旧岡山東農協可真支店
11:50～12:00 稗田公会堂
13:10～13:20 可真下二支部公民館
13:25～13:35 旧あかいわ農協小野田支店
13:40～13:50 岡公民館
13:55～14:05 沢原公会堂
14:10～14:20 釣井コミュニティハウス
14:25～14:35 奥吉原生活改善センター
14:45～14:55 勢力生活改善センター
15:05～15:20 赤磐市熊山支所

4／25日㊏　吉井地域
時　　間 場　　　所

10:00～10:10 山方研修センター
10:20～10:30 中山公会堂
10:40～10:50 滝山消防機庫
11:00～11:15 是里選果場
11:25～11:40 黒本コミュニティハウス
11:50～12:00 草生コミュニティハウス
13:10～13:20 周匝会館
13:30～13:40 旧吉井児童館
13:50～14:00 文化会館
14:10～14:20 福田会館
14:30～14:40 稲蒔コミュニティハウス

4／26日㊐　吉井地域
時　　間 場　　　所

10:00～10:10 仁美農村振興センター
10:20～10:30 布都美簡易郵便局前
10:40～10:50 小鎌上コミュニティハウス
11:00～11:10 仁堀西コミュニティハウス
11:20～11:30 仁堀東区民館
11:40～11:50 中勢実公会堂
12:00～12:10 戸津野公会堂
13:20～13:30 佐伯北簡易郵便局前
13:40～13:50 吉井きのこ館
14:00～14:10 八島田コミュニティハウス
14:20～14:30 平山コミュニティハウス
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赤磐市防災
トピックス

●幼年消防クラブ
山陽桜保育園（5歳）

光
み つ お か

岡  優
ゆ な

奈 さん

●幼年消防クラブ
佐伯北保育園（5歳）

島
し ま だ

田  聖
せ な

夢 さん

●幼年消防クラブ
周匝保育園（5歳）

難
な ん ば

波  佑
ゆ う た

多 さん

●小学校低学年の部
山陽小学校（2年）

岸
き し も と

本  瑛
え い し ん

心 さん

●小学校低学年の部
山陽小学校（2年）

入
い り え

江  花
か ほ

帆 さん

●小学校低学年の部
仁美小学校（2年）

寳
た か ら ぎ

木  翠
みどり

 さん

●小学校高学年の部
軽部小学校（6年）

栗
く り ま さ

正  彩
あ む

夢 さん

●小学校高学年の部
軽部小学校（5年）

利
と し も り

守  里
の り か

香 さん

●小学校高学年の部
軽部小学校（4年）

内
な い と う

藤  睦
む つ の

乃 さん

平成26年度 消防車写生大会 〈受賞作品〉

岡山県知事賞 （一財）岡山県消防協会長賞 （一社）岡山県消防設備協会長賞
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ぼ
く
の
家
族
は
、
火
事
に
つ
い
て
色
々
と
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
祖
父
が
、
口
ぐ
せ
の

よ
う
に
「
我
が
家
は
防
災
設
備
の
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
、火
を
出
し
た
ら
示
し
が
つ
か
な
い
。」
と

い
つ
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
花
火
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
後

の
片
付
け
は
、
祖
父
や
父
が
消
え
る
ま
で
確
認
を

し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
事
を
心
が
け
て
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
火
事
を
防
げ
た
話
を
父

か
ら
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
夜
中
に
警
報
器
が

鳴
り
出
し
た
の
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
起
き
て
み
る

と
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
か
ら
煙
が
出
て
い
て
、
急
い

で
消
火
器
を
使
用
し
て
消
し
止
め
た
そ
う
で
す
。

火
事
の
少
し
前
に
、
消
火
器
の
使
い
方
を
勉
強
し

て
い
た
の
で
、
大
き
な
火
事
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ

そ
う
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
法
律
で
寝
室
や
階
段

上
部
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
山

県
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
率
が
全
国
的

に
も
低
い
そ
う
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の

は
、
寝
て
い
る
時
に
火
事
に
な
り
逃
げ
遅
れ
て
亡

く
な
る
人
を
防
ぐ
た
め
に
義
務
付
け
る
の
だ
と
祖

父
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池
で
十
年
間
働
く

そ
う
で
す
。
取
り
付
け
て
か
ら
十
年
た
つ
と
本
体

を
取
り
替
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

ぼ
く
が
大
人
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
も
っ
と
性
能

が
良
く
て
、
長
持
ち
す
る
警
報
器
が
出
来
て
、
火

事
で
被
害
に
合
う
人
が

少
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

初
期
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
「
ピ
ッ
ー
。」
と

い
う
音
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ポ
ッ
ト

や
炊
飯
器
な
ど
の
電
子
音
と
ま
ぎ
ら
わ
し
か
っ
た

の
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
進
化
し
て
き
て
、

「
火
事
で
す
。
火
事
で
す
。」
と
音
が
出
る
よ
う
に

な
っ
て
散
歩
し
て
い
る
人
で
も
外
ま
で
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
火
事
が
未
然
に
防
げ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
ま
だ
不
十
分
と
い
う

こ
と
で
連
動
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
出
た
そ

う
で
す
。

　

そ
し
て
、
法
律
が
変
わ
る
前
の
家
に
は
、
ま
だ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
し
て
い
な
い
家
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

火
事
を
ゼ
ロ
に
す
る
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
付
け
て
い
て
、
自
分
の
家
は
安
心
だ
と
思
っ
て

い
て
も
、
そ
ん
な
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
た
っ

て
い
る
の
に
取
り
替
え
て
い
な
か
っ
た
り
、
コ
ン

セ
ン
ト
の
周
り
の
ほ
こ
り
を
そ
う
じ
し
て
い
な
か

っ
た
り
し
て
も
火
事
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ち
ゃ
ん
と
火
事
を
起
こ
さ
な
い

と
心
が
け
れ
ば
火
災
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
、
防
災
意
識
を
持
ち
火

災
は
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
と
心
が
け
れ
ば
火
事
は

ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
を
全
国
に
広
め
て
い

っ
た
ら
、
火
事
を
最
小
限
に
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』

山
陽
北
小
学
校
６
年  

岩
本　
直
樹

平成26年度 防火作文コンクール 〈最優秀賞〉

　

３
月
１
日
㈰
か
ら
７
日
㈯
の
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
季

火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
起
こ
り
や
す

く
、
火
災
が
発
生
す
る
と
拡
大
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
「
火
の
用
心
」
の
防
火
意
識
を

持
っ
て
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
で
は
火
災
予
防

運
動
期
間
中
お
よ
び
前
後

で
、
次
の
よ
う
な
行

事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
防
火
ふ
れ
あ
い
太
鼓

・
日
時
／
２
月
24
日
㈫

・
場
所
／
豊
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
山
火
事
防
止
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
日
時
／
２
月
26
日
㈭

・
場
所
／
町
苅
田
地
内　

県
道
交
差
点

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
日
時
／
３
月
４
日
㈬

・
場
所
／
下
市
地
内
の
店
舗

■
大
規
模
林
野
火
災
訓
練

・
日
時
／
３
月
８
日
㈰

・
場
所
／
西
勢
実
地
区
（
大
畑
池
付
近
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
消
防
本
部
予
防
課 

☎（
９
５
５
）２
２
４
６

春の火災予防運動 ／ 統一標語 「 もういいかい 火を消すまでは まあだだよ 」

広報あかいわ（平成27年3月号）23



〈
岡
山
県
知
事
表
彰
〉

❖
永
年
勤
続
功
労
章

［
赤
坂
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
］

　
題
府
　
健
治

［
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
長
］

　
中
務
　
浩
行

❖
優
良
消
防
団
員
章

［
山
陽
方
面
隊
　
部
長
］

　
小
竹
守
幹
雄
／
紙
本
　
憲
彦

［
赤
坂
方
面
隊
　
部
長
］

　
孝
子
　
　
誠
／
福
井
　
秀
一

　
花
房
　
　
渉

［
熊
山
方
面
隊
　
団
員
］

　
南
　
　
博
史

［
吉
井
方
面
隊
　
部
長
］

　
樋
口
　
英
和

〈
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

❖
功
労
章

［
機
動
部
　
機
動
部
長
］

　
正
盛
　
充
敏

［
山
陽
方
面
隊 
分
団
長
］

　
田
中
　
睦
人

［
熊
山
方
面
隊
　
分
団
長
］

　
宗
延
　
智

［
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
］

　
近
江
　
　
敏

［
消
防
本
部
　
消
防
司
令
］

　
片
山
　
圭
司

❖
表
彰
章

［
機
動
部
　
機
動
班
長
］

　
石
川
　
昌
彦
／
岸
本
　
英
之

［
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
］

　
東
本
　
和
洋

［
山
陽
方
面
隊
　
副
分
団
長
］

　
玉
木
　
　
信
／
山
本
　
敏
雄

［
熊
山
方
面
隊
　
副
分
団
長
］

　
河
田
　
哲
也

［
吉
井
方
面
隊
　
副
分
団
長
］

　
川
原
　
邦
夫
／
明
石
　
圭
司

　
沢
田
　
寿
雄

［
消
防
本
部
　
消
防
司
令
］

　
岡
村
　
泰
秀

❖
青
年
章

［
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
］

　
重
利
　
潤
一
郎

［
熊
山
方
面
隊
　
部
長
］

　
小
林
　
健
一

［
吉
井
方
面
隊
　
団
員
］

　
岩
本
　
充
彦

❖
精
勤
章

［
機
動
部
　
団
員
］

　
鈴
木
　
康
弘
／
山
下
　
智
正

　
三
宅
　
正
浩
／
山
田
　
章
博

　
小
田
　
憲
之

［
山
陽
方
面
隊
　
部
長
］

　
赤
井
　
健
二
／
小
竹
守
幹
雄

　
紙
本
　
憲
彦

［
山
陽
方
面
隊
　
班
長
］

　
青
井
　
　
勝
／
宮
脇
　
宏
之

　
萩
森
　
伸
宏

［
山
陽
方
面
隊
　
団
員
］

　
青
井
　
公
尚
／
池
本
　
慎
吾

　
富
山
　
　
肇
／
坪
井
　
智

　
松
本
　
功

［
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
］

　
深
田
　
修
行

［
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
］

　
塚
本
　
博
文
／
栗
正
　
順
一

［
熊
山
方
面
隊
　
分
団
長
］

　
宗
延
　
　
智

［
熊
山
方
面
隊
　
部
長
］

　
西
原
　
　
悟

［
熊
山
方
面
隊
　
団
員
］

　
末
石
　
貞
夫

［
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
］

　
中
原
　
哲
哉

［
吉
井
方
面
隊
　
部
長
］

　
上
山
　
光
行

［
消
防
本
部
　
消
防
司
令
補
］

　
寺
町
　
慎
也
／
金
光
　
正
浩

　
上
村
　
泰
正
／
福
井
　
隆
広

　
佐
々
木
洋
雅

［
消
防
本
部
　
消
防
士
長
］

　
棚
田
　
照
司

〈
備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
〉

❖
会
長
表
彰

［
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
］

　
原
田
　
光
治

［
山
陽
方
面
隊
　
分
団
長
］

　
岡
　
　
雄
一

［
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
］

　
中
下
　
晴
雄
／
清
野
　
俊
昌

［
熊
山
方
面
隊
　
指
導
部
員
］

　
寺
見
　
徹
也

［
熊
山
方
面
隊
　
副
分
団
長
］

　
伊
永
　
俊
雄

［
吉
井
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
］

　
松
本
　
順
一

［
吉
井
方
面
隊
　
副
分
団
長
］

　
服
部
　
利
通

〈
市
長
表
彰
〉　
22
名

〈
消
防
団
長
表
彰
〉　
37
名

赤
磐
市

消
防
出
初
式

　

１
月
18
日
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館
で
「
平
成
27
年
赤

磐
市
消
防
出
初
式
」
が
開
催
さ
れ
、
消
防
職
団
員
約
５
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
長
式
辞
、
赤
磐
市
長
告
辞
、
消
防
団
長
訓
辞
、

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
１
２
４
人
の
職
団
員
に
対
し
て
、
岡
山
県
知
事
表
彰
を
は
じ
め
と

す
る
各
表
彰
が
、
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
近
く
の
民
潤
池
で
消
防
ポ
ン
プ
18
台
に
よ
る

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
災
害
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
決
意

を
固
め
ま
し
た
。

主
な
平
成
26
年
度

優
良
消
防
職
団
員

表
彰
受
章
者（
敬
称
略
）

Photo Report
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　12月25日に100歳を迎えられた和氣絢子さんのお祝い
に、市長や市職員が12月17日にご自宅を訪問しました。
　祝福に訪れた地区の皆さんの温かい笑顔に囲まれる
中、お慶び状や花束が渡されると、「ありがとうございま
す」と何度も丁寧にお辞儀をして受け取られました。
　絢子さんは、今でも野菜を作り、趣味の詩吟やカラオ
ケ、短歌などのほか週１回のお達者塾も楽しみに、忙しい
毎日を過ごされているとのこと。絵手紙や日本画など絢
子さんの作品が、大切に額に入れて飾られていました。
長寿の秘訣は、１日１日を大事に生きることだそうです。

１００歳おめでとうございます
和氣絢子さん（徳富）

　12月27日、山陽放送ラジオの移動中継車“ラジまる”
が竜天天文台公園と金勢大明神を訪れ、「はまいえサタ
デー～白雲悠々～」の生中継が行われました。
　スタジオの濱家輝雄さんとラジまるパーソナリティの渡
壁恵子さんが中継を結び地域イベントを紹介するコーナ
ーの第1部では、天文指導員さんなどが「竜天天文台の初
日の出を迎える会」を紹介。第２部では、金勢大明神奉賛
会の皆さんが、元旦のイベントやご神体の姿について紹
介し、濱家さんや渡壁さんも交え、ユーモアいっぱいのや
りとりで盛り上がりました。

ラジオで吉井地域の元旦行事をＰＲ
竜天天文台と金勢大明神を「ラジまる」が訪問

　１月１日に100歳を迎えられた岸本末子さんのお祝い
に、市長や市職員が12月24日にご自宅を訪問しました。
　お慶び状やお祝いの花束が贈られると、深々と頭を下
げ、「ありがとうございます」とはつらつとした笑顔で答
えられていました。
　末子さんは、編み物が趣味で、現在は７人の孫に渡す
こたつカバーを作成中。また、ひ孫のサッカーや空手の
試合を観戦することも楽しみにしていて、月に2回ほど応
援に出かけているとのこと。長寿の秘訣は、くよくよせず
に、よく笑うことだそうです。

１００歳おめでとうございます
岸本末子さん（桜が丘西１）

T

タウン・トピックス

2014.12 ▶ 2015.1

これまで発行した広報あかいわの表紙を
並べたデザインにしました。120枚の写
真の中には皆さんが体験したシーンが映
し出されているかもしれません。これが
皆さんの10年間を振り返るきっかけに
なればいいなと思います。

今 月 の 表 紙

▶節分の日に年齢の数だけ豆を食べました。どこも炒っ
た大豆を食べると思っていたのですが、北海道や東北な
どでは落花生を食べるそうです。皆さんの家ではどうで
すか？（藤原）

▶晴れの国岡山駅伝競走大会の取材に行ってきました。
昨年は雪が散らつく中でのレースだったと聞いていまし
たが、今年は晴天にも恵まれ、着実にタスキをつないでい
く選手たちの力強い走りに、沿道からの大きな声援にも
より一層力が入っているようでした。（栗政）

編 集 者 の つ ぶ や き
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熊
山
方
面
隊
　
分
団
長
］

　
宗
延
　
　
智

［
熊
山
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面
隊
　
部
長
］
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原
　
　
悟

［
熊
山
方
面
隊
　
団
員
］
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夫

［
吉
井
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隊
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長
］

　
中
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哉
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吉
井
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隊
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長
］
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行
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消
防
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部
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防
司
令
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寺
町
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也
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光
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浩
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村
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正
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福
井
　
隆
広

　
佐
々
木
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雅

［
消
防
本
部
　
消
防
士
長
］

　
棚
田
　
照
司

〈
備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
〉

❖
会
長
表
彰

［
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
］

　
原
田
　
光
治

［
山
陽
方
面
隊
　
分
団
長
］

　
岡
　
　
雄
一

［
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
］

　
中
下
　
晴
雄
／
清
野
　
俊
昌

［
熊
山
方
面
隊
　
指
導
部
員
］

　
寺
見
　
徹
也

［
熊
山
方
面
隊
　
副
分
団
長
］

　
伊
永
　
俊
雄

［
吉
井
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
］

　
松
本
　
順
一

［
吉
井
方
面
隊
　
副
分
団
長
］

　
服
部
　
利
通
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市
長
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〉　
22
名

〈
消
防
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長
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彰
〉　
37
名
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読
者
の

広
場
　

問秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
５月号は３月１２日㈭が
記事の締め切りです。

●
吉
井
城
山
さ
く
ら
ま
つ
り

　

夕
方
か
ら
は
、ぼ
ん
ぼ
り
の
下
で
夜

桜
も
楽
し
め
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
１
日
㈬
～
12
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

◆
場
所
／
吉
井
城
山
公
園

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
城
山
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎（
９
５
４
）１
０
９
７

吉
井
城
山
さ
く
ら
ま
つ
り
／
第
28
回
城
山
公
園
ま
つ
り

●
第
28
回
城
山
公
園
ま
つ
り

　

備
州
岡
山
城
鉄
砲
隊
に
よ
る
演
武
、

郷
土
芸
能
の
披
露
な
ど
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、各
種
団
体
に
よ
る
出
店
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま

す
。

◆
日
時
／
４
月
12
日
㈰

◆
場
所
／
吉
井
城
山
公
園
、吉
井
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
商
工
観
光
課

　

☎（
９
５
５
）６
１
７
５

・
吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
１
９

催し

　

昨
年
に
続
き
、

今
年
も
子
ど
も

の
貧
困
を
テ
ー

マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

社
会
課
題
を
市

民
一
人
一
人
が
認

識
し
何
を
す
べ

き
か
共
に
考
え

合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

基
調
講
演
の

講
師
は
、昨
年
、

円
卓
会
議
に
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
幸
重

忠
孝
さ
ん
で
す
。

◆
日
時
／
３
月
８
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
開
場
…
午
後
１
時
）

◆
場
所
／
中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
内
容

〈
第
１
部
〉

◦
基
調
講
演
…「
子
ど
も
の
貧
困
〜
日

本
の
現
状
〜
」

◦
講
師
…
幸
重
忠
孝
さ
ん（
滋
賀
県
教

育
委
員
会
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
）

赤
磐
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム「〝
脱
〟子
ど
も
の
貧
困 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

～
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
～
」

〈
第
２
部
〉

◦
円
卓
会
議
…「
赤
磐
の
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
を
願
っ
て
」

◦
円
卓
会
議
着
席
者

・
滋
賀
県
教
育
委
員
会
／
幸
重
忠
孝 

ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・
岡
山
県
中
央
児
童
相
談
所
／
浅
尾
茂
樹 

所
長

・
赤
磐
市
更
生
保
護
女
性
会
／
大
森
素
子 

会
長

・
山
陽
放
送
報
道
局
報
道
部
／
武
田
博
志 

主
任

・
赤
磐
市
／
友
實
武
則 

市
長

・
赤
磐
市
立
高
陽
中
学
校
／
平
田
俊
治 

校
長

◦
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
／
岸
本
都
志
子 

代
表
理
事

〈
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
〉

　

午
後
４
時
40
分
〜
５
時
30
分

◦
登
壇
者
と
の
茶
話
会

◆
定
員
／
１
０
０
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
託
児
／
あ
り（
要
予
約
）

◆
主
催
／
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

◆
共
催
／
赤
磐
市
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
ど
ん
ぶ
ら
こ

◆
問
い
合
わ
せ・
申
し
込
み
先

・
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
６
）３
７
０
０

催し
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Reader'sSquare
読者の広場

熊
山
わ
か
ば
会

投稿

赤
色
の
表
紙
の
ノ
ー
ト
に
来
る
年
の
夢
の
予
定
を
書
き
記
す
べ
し

オ
リ
オ
ン
の
囁
く
枝
に
御
神
籖
を
結
え
て
祈
る
家
族
の
健
康

パ
ラ
パ
ラ
と
雨
の
ご
と
散
る
槙
の
葉
は
老
体
泣
か
せ
よ
屋
根
に
積
り
ぬ

前
庭
の
ふ
く
ら
か
な
る
は
万
両
を
鉢
に
植
え
し
午
歳
の
末

朝
日
浴
び
屋
根
ゆ
庭
木
を
飛
び
交
い
て
賑
わ
す
コ
ー
ラ
ス
は
雀
の
親
仔

真
夜
目
覚
め
て
ラ
ジ
オ
の
流
す
物
語
り
の
朗
読
の
声
に
心
温
ま
る

鉢
植
え
の
ブ
ル
ー
の
ビ
オ
ラ
神
わ
ざ
か
ラ
イ
オ
ン
に
似
て
束
の
間
和
む

耕
運
機
に
付
い
て
回
り
し
五
位
鷺
の
一
羽
は
目
敏
く
餌
を
啄
む

穏
や
か
な
年
で
有
れ
よ
と
祈
り
つ
つ
歌
友
に
送
る
は
未
の
賀
状

悠
然
と
起
つ
白
鷺
は
碧
空
へ
里
山
の
初
春
を
寿
ぐ
ご
と
も

震
災
の
こ
こ
ろ
の
癒
え
な
い
め
い
め
い
よ
厳
寒
の
な
か
健
や
か
に
在
れ

職
員
の
杵
の
音
ひ
び
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
よ
吾
も
丸
め
て
待
つ
は
新
年

運
搬
車
を
あ
や
つ
り
も
く
黙
と
作
業
す
る
男
孫
の
姿
を
眩
し
み
て
観
る

天
空
の
夜
は
冴
え
て
合
わ
す
衿
師
走
の
風
に
頬
を
な
で
ら
る

晴
れ
の
日
の
柿
や
黒
大
豆
を
食
べ
に
来
る
猿
の
見
張
り
は
女
曾
孫
と
共
に

福
寿
草
の
黄
金
の
色
の
温
か
く
や
が
て
薫
る
は
前
庭
の
紅
梅

翼
を
も
ち
空
飛
ぶ
夢
の
覚
め
し
朝
充
ち
く
る
運
気
は
光
の
中
ゆ

つ
つ
が
な
く
八
十
路
余
の
生
活
に
合
掌
し
短
歌
を
詠
み
継
ぐ
あ
ら
た
ま
の
念
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子

小
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子
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崎　
　

朋
子

石
田　
　

乙
江

暮
地
岩
い
さ
代
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順
子

小
倉　
　

庸
代

山
田　
　

京
子
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●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、3歳までのお子さん（4月・5月生まれ）の
写真をお待ちしています。掲載を希望する人は①写真（返却はありませ
ん） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥電話番号 ⑦
FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコメント（30字程
度） を添えてください。締め切りは3月12日㈭までです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課
 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

有
あ り ま

馬  周
しゅうすけ

佑  くん

（桜が丘西10）
平成26年2月11日生まれ

いつも幸せにして
くれる笑顔をありがとう。
これからもお兄ちゃんと

仲良くね。

お父さんの
健児さんから

井
い も と

本  結
ゆ の ん

音 ちゃん

（桜が丘西9）
平成24年3月4日生まれ

お姉ちゃんや
お兄ちゃんやお友達と
いっぱい遊ぼうね☆

お母さんの
由紀子さんから

　

早
春
の
瀬
戸
内
海
を
見
に
行
き
ま
せ

ん
か
。多
忙
な
日
々
の
中
で
す
が
、み
ん

な
と
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
３
月
22
日
㈰ 

午
前
８
時
～

※
少
雨
決
行

◆
場
所
／
児
島
市
街
地
か
ら
鷲
羽
山
を

往
復
す
る「
風
の
道
」約
８
キ
ロ
を
歩
く

◆
定
員
／
35
人
程
度

◆
参
加
費
／
２
５
０
０
円（
バ
ス・
保
険

代
な
ど
）

※
参
加
者
全
員
に
粗
品
を
進
呈

第
１
回 

赤
磐
ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

参
加
者
募
集

◆
持
ち
物
／
雨
具
、お
弁
当

◆
申
し
込
み

・
中
央
公
民
館
３
階

　

３
月
７
日
㈯
、14
日
㈯

・
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

　

３
月
10
日
㈫

※
受
付
時
間
は
、午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆
主
催
／
赤
磐
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
協
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
土
居 

☎
０
９
０（
１
０
１
４
）１
６
３
７

募集
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あ

か
い

わ
 No.120  平

成
2
7年

3月
号

赤磐市制施行10周年記念事業
赤磐市誕生10周年をお祝いし、㈱ベネッセホールディングス最高顧問の福武
總一郎さんによる講演と、昨年度、赤磐市長特別奨励賞を受賞した若手バイ
オリニストの福田廉之介さんによる演奏会を行います。皆さんお誘い合わせ
のうえ、お越しください。

3月29日㈰ 午後3時～5時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後2時30分開場）

日　時

中央公民館2階 大集会室場　所

⃝バイオリン演奏……福田廉之介さん
⃝講演…………………福武總一郎さん
　　　　　　　　　　　演題「在るものを活かし、無いものを創る」

内　容

250人定　員 無料 ※入場整理券が必要です。参加費

3月2日㈪ 午前9時～
（本庁秘書企画課、各支所市民生活課および中央公民館で配布します）

入場整理券配布

本庁秘書企画課 ☎955-2692問い合わせ先

●福武總一郎さん
岡山県出身。現在、㈱ベネッセ
ホールディングス最高顧問のほ
か、（公財）福武財団理事長を務
める。直島・豊島・犬島など瀬戸
内海の島々を自然と建築、アー
トで活性化する活動を25年以上
にわたって指揮する。

●福田廉之介さん
若手バイオリニストの登竜門と
して知られる国際バイオリンコ
ンクールのジュニア部門で優勝
を飾るなど、その才能と将来性
が世界的に認められる桜が丘中
学校3年生。平成26年3月に赤
磐市長特別奨励賞を受賞。

※託児を希望する場合は、入場整理券をお求めの際にお申し出ください。
※手話通訳があります。　※会場内の写真撮影・録音などはご遠慮ください。
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